くわ ざ なれば、 師の 説な りと て 必ずなず み 守 るべき に 

も あらず。 よき あしき をい わず、 ひたぶ るに 古き を 守 

る は、 学問の 道に は、 いうかい なき わざな りご 

もとおりの リ なが 

(本 居宣長 『玉 か つま』) 

この 初めの 「 古 を考 うる 事」 というの を 「物理学 

上の いかなる 問題 にても」 と 改めて、 もう 一 べん はじ 

めから 読み返して みると おもしろい。 この 宣 長の 言葉 

を かみしめる 事 をす ベての 科学の 研究者に すすめたい。 

これ を 味わって みれば、 自分 一人で ある 問題 を 解決し 

ようとして 一 生 何も 貢献せ ずに 終わり、 あるいは 恥 を 

かく 事 もな く、 めいめいの 分に 応じた 仕事 を 楽しむ 事 



であると 自分 は 思う と 言った。 …… 研究 を さらに 進め 

るた め 洋行す る 日本の 青年 学者 を 思って みよ。 …… と 

ころで 日本へ 帰って来 ると、 仕事 をせ よと 奨励され ず 

に、 会合に 出て 宴会に 出席して、 雑誌 を 発刊して、 演 

説 をして、 無報酬の 講義 をして、 原稿 を 訂正して、 仕 

事 を 妨げる ことに 想像され る 有りと あらゆる こと をし 

て、 その 時間 を 浪費せ よと 頼まれる。 …… そしてで き 

る だけ 早く 疲労して しまう のが 落ち だ。 …… 」 

こいずみ やく も のぐ ちょね じろう 

(小 泉 八 雲の 手紙。 野 口 米 次郎、 『小 泉 八 雲 伝』 より) 

科学の 研究に は 設備と 費用が かかる から、 どうも 孤 

独で はでき ない。 しかし このへ ルンの つむじ 曲がりの 



言葉の 中には 味わう ベ き 何 か は ある。 彼の 言葉 を 少し 

ばかり 参考す ると 日本の 科学 はもう 少し 進み はしない 



「私 は 言わば 偶然に セ リストに なった。 事に よって は、 

ヴ アイ オリ 二 ストに もまた トロン ボニ ストに もな つ た 

かもしれ ない。 音楽が 第一 に 来る もので 特別な 楽器で 

はない。 しかし 自分の メディア ム として ある 特別な 楽 

器 を 選んだ 以上 は できるだけ 完全に それ を K 用し なけ 



れ ばなら ない。 …… 私 は あらゆる ものから 学んだ、 

ヴ アイ オリ 二 ストから も、 唱歌 者から も、 器楽 者から 

も。 私の 聞いた すべての 音楽 は 私の セ 口に 発想の 上に 

新しい 道 を 開いた。 私 は 名手から 学ぶ と 同様に 下手 か 

らも 学んだ。 それ はどうし てはいけ ないか を 学んだ の 

である。 私 は 私の 生徒から も 多く を 学んだ ご (パブ 

口 • カザルスの 言葉。 マルテンスの 『ストリング マス 

タリ—』 より 拙 訳) 

スぺ シァ リストの ほんとうの 意義、 その 心得 を 説き 

尽くした ものと 思う。 スぺ シァ リズム は 結局 コン ヴェ 

ンシ ヨンであって 理想で はない。 われわれ はよ くそれ 



を 忘れる。 そして 自分の 専門 外の 事に 興味 を 失い やす 

い。 セ リスト も ピア 二 スト も 目 ざすと ころ は 音楽で あ 

るよう に、 われわれ 物理学者 も 専門の いかんに よらず 

目 ざすと， J ろ は 物理であろう。 

けいし おうきよ たんば ささや ま 

「京師に 応挙 という 画人 あり。 生まれ は 丹 波の 笹 山の 

者な り。 京に いでて 一 風の 画 を 描出す。 唐 画に も あら 

ず。 和風に も あらず。 自己の 工夫に て。 新 裳 を 出し 

ければ。 京 じゅう 妙手と して。 皆 まね をして。 はな は 



だ 流行せ り。 今に 至りて は それ も 見 あきて すたりぬ。 

おうしゅう 

また 江戸 は 奥州の かたへ 属して。 気質 も 京人の よう 

に はなし。 唐 画に も。 和 画に も 似ぬ 風 はの み 込まぬ 事 

にて。 わが 自身 工夫した りと 言いて は。 それ は 法が な 

いと 言いて。 請け 取らず。 しかれ ども。 画 は その物の 

形 を 見て。 その 形に 似る をよ しとす。 法 手本と すると 

ころ は。 すなわち その物な りと 心得た る 者 も 無き にも 

しばこう かん しゅんばろう ひっき 

あらず。 …… 」 (司 馬 江漠、 『春 波楼 筆記』) 

科 学界に も 京人と 奥州 人が ある。 ロマンチシズムと 

ク ラ シ シズ ム の 両極 の 間に 世界が 回転す る。 



い 事 はない。 なんとな らば、 ほんとう はよ くわから な 

い 事が ちゃんと わかって いるかの ように 読まれう るか 

ら。 同じような 理由から こんな 事 も 言われる。 「良い 

書物 ほど 悪い 書物で ある ご 

七 

A is B, A is not B. この 二つ の 命題 は 両立し うる。 

なんと なれば それぞれの 終わりに if is D, if C is E. 

という 文句が 抜けて いるの が 普通で ある。 われわれ は 

この 事 を 忘れて 果ての ない 議論に 時間 を 空費して いる。 



「唐土 にても 墨 張と て 学問に あまり 精 を 入れし ゆえに 

つりし 蚊帳が 油煙に てま つ 黒に なりし と いう 故事に 引 

ぶしょう 

きくら ベ て 文盲 儒者の 1^ 性に 身持ち をして 人に 誇る も 

の あり。 いかに 学問 するとても 顔 や 手 を 洗う ひまの な 

りゅうりき よう 

き 事 や は ある ご (柳 里恭 「ひとりね」) 

少し 耳が いたい。 

(昭和 二 年 十二月、 理学部 会 誌) 
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